
融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。

（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞

第 号
発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

http://www.hhk.jp/

し
た
今
で
も
、
喪
失
感
と
悲
し
み

は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
▼
故
事
に

大
器
晩
成
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
大
器
（
天
才
）

は
早
熟
で
あ
る
ば
か
り
か
、
大
成

し
て
も
成
長
を
続
け
晩
年
に
至
り

さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
の
で
、

そ
の
能
力
は
常
人
の
計
り
知
れ
な

い
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
坂
本
氏
は

惜
し
く
も
逝
去
し
た
大
器
晩
成
型

の
音
楽
界
の
巨
人
で
あ
っ
た
と
い

え
る
▼
氏
は
極
め
て
優
れ
た
聴
き

手
で
も
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
聴
き
こ
な
す
ば
か

り
か
、
自
然
界
の
環
境
音
に
も
耳

を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
創
作
に
新
た
な

発
見
や
進
化
を
織
り
込
み
続
け
て

い
た
。
自
分
に
と
っ
て
聴
く
こ
と

の
す
べ
て
が
、
音
楽
の
創
作
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
も
語
っ
て
い
る

▼
坂
本
氏
は
「
音
楽
の
力
」
と
い

う
言
葉
に
、
か
ね
て
か
ら
「
嫌
悪

感
」
を
抱
い
て
い
た
。
音
楽
は
時

に
聴
衆
に
高
揚
感
を
抱
か
せ
る
作

用
が
あ
る
。
そ
の
状
態
で
特
定
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刷
り
込
む
と
、
と

き
に
個
人
の
主
体
的
な
思
考
を
奪

い
、
全
体
主
義
へ
の
同
調
を
強
い

る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
。
音
楽
家
と

し
て
そ
の
よ
う
な
権
力
に
は
決
し

て
与
す
べ
き
で
は
な
い
、
音
楽
が

も
つ
潜
在
的
な
影
響
力
に
つ
い
て

敏
感
で
あ
る
べ
き
だ
と
一
貫
し
て

主
張
し
て
き
た
▼
一
方
、
病
で
亡

く
な
る
直
前
ま
で
、
反
原
発
、
地

球
環
境
の
保
全
、
平
和
憲
法
堅
持

の
立
場
か
ら
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
残
し
て
い
る
▼
世
界
中
の
民

衆
の
声
、
さ
ら
に
は
自
然
界
の
発

す
る
音
に
も
耳
を
傾
け
続
け
た
音

楽
家
の
金
言
と
し
て
、
そ
の
偉
大

な
作
品
と
と
も
に
、
氏
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
後
世
に
伝
え
た
い�

（
眞
）

　

現
代
を
代
表
す
る

音
楽
家
、
坂
本
龍
一

氏
が
亡
く
な
っ
た
。

訃
報
に
驚
く
と
と
も

に
、
ひ
と
月
を
経
過
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協会役員の呼びかけに多数の市民が立ち止まり署名に応じた（４月22日）

複雑な通知内容を分かりやすく解説した

協会ホームページ
「会員ページ」

新型コロナ診療報酬学習会に538人

５月８日以降の特例を解説
協会ウェブサイトにて視聴可能

街
頭
宣
伝
・
国
会
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル　

声
広
が
り
全
国
で
署
名
６
万
５
千
筆
超
に

〝
保
険
証
廃
止
〟は
撤
回
し
か
な
い

　

来
年
10
月
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
資
格
確
認
を
原
則
と
す
る

法
案
は
４
月
27
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ

れ
、
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。
協
会
・
保
団
連
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
受
療
権
を
保
障
し
て
い
る
保

険
証
を
廃
止
し
、
取
得
が
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
強
制
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
し

て
、
運
動
を
強
め
て
い
る
。
兵
庫
協
会
は
４
月
22

日
、
元
町
・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝
を
実
施
し
、
市

民
に
「
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願
署
名
」
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
署
名

は
５
月
12
日
ま
で
に
兵
庫
で
１
４
６
３
筆
、
全
国

で
６
万
５
千
筆
超
が
集
ま
っ
て
い
る
。
４
月
27
日

に
は
保
団
連
な
ど
が
国
会
内
で
保
険
証
廃
止
・
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
撤
回
を
求
め
て
集
会

を
開
催
し
、
全
国
か
ら
６
０
０
人
超
が
参
加
。
兵

庫
協
会
か
ら
も
役
員
が
参
加
し
た
。
同
日
に
は
省

庁
交
渉
も
実
施
し
た
（
報
道
２
面
）。

全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師
が
国
会
で

ア
ピ
ー
ル
（
４
月
27
日
）
　
　
　
　

オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
は
違
憲
と
訴
え
る

訴
訟
の
集
会
（
４
月
27
日
）
　
　
　

　

４
月
22
日
の
街
頭
宣
伝
に
は
、

西
山
裕
康
理
事
長
、
白
岩
一
心
・

口
分
田
真
両
副
理
事
長
が
参
加
。

西
山
理
事
長
は
マ
イ
ク
を
握
り
、

「
狙
わ
れ
て
い
る
の
は
み
な
さ
ん

の
個
人
情
報
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
は
任
意
の
は
ず

　

５
月
８
日
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
診
療

報
酬
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
協
会

は
４
月
22
日
に
学
習
会
を
開
催
。

来
場
60
人
と
ウ
ェ
ブ
視
聴
４
７
８

人
あ
わ
せ
て
５
３
８
人
が
参
加
し

た
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
事

務
局
の
滝
本
博
史
氏
が
講
師
を
務

め
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
５
類
へ
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の

診
療
報
酬
特
例
は
５
月
７
日
で
全

て
廃
止
と
な
り
、
厚
労
省
は
３
～

４
月
に
か
け
て
８
日
以
降
の
新
た

な
特
例
に
つ
い
て
通
知
し
て
い

い
と
し
た
現
行
の
健
康
保
険
証
廃

止
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
署
名
に

つ
い
て
、
参
加
者
に
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

　

同
学
習
会
に
つ
い
て
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員

ペ
ー
ジ
」
よ
り
視
聴
で
き
、

当
日
の
ス
ラ
イ
ド
資
料
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
（
兵
庫
県

保
険
医
協
会
会
員
限
定
）
で

す
。

※
会
員
ペ
ー
ジ
の
ロ
グ
イ
ン

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
わ
か

ら
な
い
場
合
、
協
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

る
。
学
習
会
で

は
、
入
院
・
入
院

外
そ
れ
ぞ
れ
の
特

例
点
数
に
関
す
る

複
雑
な
通
知
内
容

を
、
講
師
が
分
か

り
や
す
く
ス
ラ
イ

ド
解
説
し
た
。

　

学
習
会
冒
頭
に

は
協
会
の
宮
武
博

明
・
吉
岡
巌
両
副

理
事
長
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
を
狙

で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
事
実
上
強

制
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

訴
え
を
聞
い
た
市
民
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
持
ち

歩
き
た
く
な
い
」「
医
師
の
方
々

が
こ
う
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で

く
れ
て
い
て
心
強
い
」
な
ど
と
続

々
と
署
名
し
、
わ
ず
か
30
分
で
32

筆
が
集
ま
っ
た
。「
周
り
の
人
に

広
げ
た
い
」
と
署
名
用
紙
を
持
ち

帰
る
人
も
い
た
。

　

４
月
27
日
の
保
団
連
主
催
の
国

会
内
集
会
に
は
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
荻
原
博
子
氏
も
参
加

し
、
医
療
情
報
の
重
要
性
と
情
報

漏
洩
の
危
険
性
な
ど
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
東
京
協
会
主

催
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
第

二
次
訴
訟
原
告
団
結
成
集
会
も
開

催
さ
れ
、
訴
訟
を
通
じ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務
化

は
違
憲
・
違
法
で
あ
る
と
確
認
し

よ
う
と
訴
え
ら
れ
た
。

今　号　の　記　事
オンライン資格確認義務化・インボイス
撤回などを求め省庁交渉 ２面

研
面
究 ６面歯科定例研究会より「今から始める！

新しい嚥下障害予防トレーニング」

近畿反核医師懇談会　広島で報告会 ３面

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

兵庫県保険医協会　第101回評議員会
日　時　５月21日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室
特別講演　16時～　�「ポスト新自由主義の経済を考える�

� ～身体に向き合う時代へ～」
講　師　東京外国語大学　教授　中山智香子氏

　社会のさまざまな矛盾を明らかにしたコロナ・パンデ
ミック後の社会をどう展望していくのか。現在の社会に
まん延する新自由主義的思考の危険性と、身体性の重要
性を鋭く指摘してこられた中山先生にお伺いします。

【なかやま　ちかこ】早稲田大学大学院経済学研究科理論経済
学・経済史専攻博士後期課程単位取得退学、ウィーン大学院経
済学研究科博士課程修了。専門は経済思想史。著書に『経済学
の堕落を撃つ　「自由」VS「正義」の経済思想史』（講談社現
代新書）

本件に関するお問い合わせは、
� ☎078－393－1807まで

健康保険証を廃止しないことを求める
署名をご返送ください

至急

➡�オンラインでも署名を
することができます

※�名前・ メールアドレ
ス、市町を入力するだ
けで簡単！



（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０３７号 （２）２０２３年(令和５年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

◇
出
席　

20
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

第
55
回
総

会
記
念
講
演
講
師
は
岩
井
圭
司
氏

を
予
定
し
て
い
た
が
、
講
師
都
合

に
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
嗜
癖
行
動
を

考
え
る
（
仮
）」（
６
／
18
）
講

師
：
大
阪
人
間
科
学
大
学
特
任
教

授
／
東
布
施
野
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
野
田
哲
朗
氏
に
な
っ
た
こ
と

等
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

政
府
が
今
国
会
に
提
出

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
正
案
で

は
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
伴

い
、
短
期
被
保
険
者
証
の
仕
組
み

を
廃
止
す
る
こ
と
、
長
期
に
わ
た

る
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
被
保

険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
に
代
え

て
、
特
別
療
養
費
の
支
給
に
変
更

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
第

11
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
②
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
撤
回
・

健
康
保
険
証
廃
止
中
止
を
求
め
る

運
動
、
③
「
統
一
地
方
選
挙
に
あ

た
っ
て
兵
庫
県
政
に
対
す
る
開
業

保
険
医
の
要
求
（
案
）」
等
が
確

認
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
「
春
の
組
織
強
化
月
間
方

針
」、
②
「
新
規
開
業
医
研
究
会

―
最
低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
新
規

指
導
対
策
、
保
険
請
求
、
税
務
経

営
の
基
礎
知
識
」（
４
／
16
）、
③

「
23
年
度
前
半
期
共
済
制
度
普
及

活
動
」
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

ロ
シ
ア
領
事
館
へ
の
抗
議
行
動

（
４
／
29
）、
抗
議
声
明
文
（
案
）

「
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
止
め
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
即
時
停
戦
を
求

め
ま
す
」
が
了
承
さ
れ
た
。

�

（
４
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

鈴
木
　
　
宏
先
生

尼
崎
市　

整
外
・
リ
ハ
科

４
月
19
日�

享
年
70
歳

田
淵
　
　
禎
先
生

赤
穂
市　

外
・
胃
腸
科

３
月
８
日�

享
年
88
歳

柴
田
乃
婦
子
先
生

南
あ
わ
じ
市　

内
・
小
児
科

１
月
１
日�

享
年
99
歳

　

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
が
呼
び
か

け
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
、
兵
庫
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
（
兵
庫
民
医
連
）、
近
畿
反
核
医

師
懇
談
会
は
、
４
月
29
日
に
大
阪
府
豊
中
市
の

ロ
シ
ア
領
事
館
前
で
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を

や
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
即
時
停
戦
を
求
め
る

抗
議
行
動
を
行
い
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら
16
人

が
参
加
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
宮
武
博
明
・
口

分
田
真
両
副
理
事
長
、
藤
末
衛
副
議
長
、
兵
庫

民
医
連
か
ら
大
澤
芳
清
会
長
、
大
阪
歯
科
協
会

か
ら
中
村
新
太
郎
・
江
原
豊
両
理
事
が
参
加
し

た
。

　

行
動
で
は
、
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
る
核
兵

器
は
一
度
使
用
さ
れ
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
た
め
絶
対
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
ロ
シ
ア
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
求

め
る
抗
議
文
を
読
み
上
げ
領
事
館
の
ポ
ス
ト
に

投
函
。
参
加
者
は
「
医
師
と
し
て
戦
争
に
は
絶

対
に
反
対
だ
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
の
命
も

ロ
シ
ア
の
若
い
兵
士
の
命
も
奪
う
な
」
な
ど
の

ス
ピ
ー
チ
や
「
侵
略
戦
争　

た
だ
ち
に
や
め

ろ
」
な
ど
コ
ー
ル
に
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ロシア領事館前で抗議行動

侵略戦争
核兵器による威嚇ストップ！

ロシア領事館前でアピールする（前列左から）藤末・口分田・江原・
中村・大澤各先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

兵
庫
協
会
は
４
月
27
日
、
省
庁
交
渉
を
実
施
。

森
岡
芳
雄
副
理
事
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
化
・
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も

に
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
制
度
の
改
善
な
ど
を

要
望
し
た
。
新
規
開
業
の
際
、
業
者
都
合
で
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で
き
な
い
場

合
は
猶
予
措
置
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
が
病
気
に
よ
っ
て
閉
院
し
た
場
合
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
補
助
金
は
返
還
の
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、
厚
労
省
の
保
険
局
・
医
政

局
等
に
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
一
部

自
治
体
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
特
定
健
診
の
委
託
業

務
に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
不
適
切
で
あ
る
と
、
総
務
省
自
治
税
務

局
都
道
府
県
税
課
に
確
認
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

新
規
開
業
も
猶
予
可
能

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
の

原
則
義
務
化
に
つ
い
て
、
開
業
予

定
の
医
療
機
関
か
ら
「
開
業
の
た

め
に
準
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
や
ベ
ン
ダ
ー
が
繁
忙

で
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
開
業
に

間
に
合
わ
な
い
」「
早
め
に
準
備

を
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も

医
療
機
関
コ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
な

い
」
等
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
が
対
応

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
厚
労
省

は
、
医
療
機
関
に
責
が
な
い
場
合

に
つ
い
て
は
、「
経
過
措
置
の
猶

予
届
出
」
の
「（
６
）
そ
の
他
特

に
困
難
な
事
情
が
あ
る
保
険
医
療

機
関
・
薬
局
」
と
し
て
届
け
出
て

ほ
し
い
、
猶
予
届
出
は
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
か
ら
現
在
も
提
出
可
能
で

あ
る
、
と
回
答
。
協
会
は
、
情
報

の
周
知
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
事
務
連
絡
で
、
原
則
義

務
化
の
対
象
で
あ
っ
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
未
導
入
の
保
険
医

療
機
関
等
を
対
象
と
し
て
「
集
団

指
導
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
）
を

実
施
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
関
し
て
、
集
団
指
導
の
内
容
と

「
未
導
入
保
険
医
療
機
関
等
」
の

数
を
問
う
た
が
、
厚
労
省
は
猶
予

届
出
を
精
査
中
で
あ
り
、「
未
導

入
保
険
医
療
機
関
等
」
の
数
も
、

集
団
指
導
の
内
容
も
現
時
点
で
は

分
か
ら
な
い
と
し
た
。

病
気
で
の
閉
院

補
助
金
返
還
は
不
要

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、「
災

害
若
し
く
は
火
災
以
外
を
原
因
と

す
る
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
等
の
処
分
は
、
す
べ
て
災
害
若

し
く
は
火
災
以
外
を
原
因
と
す
る

廃
棄
と
な
り
、
返
納
金
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
顔
認
証
付
き
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
や
補
助
金
で
購
入
し

た
資
格
確
認
用
端
末
の
機
器
等
の

減
価
償
却
期
間
内
に
、
病
気
で
閉

院
し
た
場
合
に
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
代
金
の
負
担
や
補
助
金
の
返

還
は
生
じ
る
の
か
と
の
協
会
の
質

問
に
対
し
て
、
厚
労
省
は
、「
返

納
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
は

４
類
型
あ
り
、
①
災
害
・
火
災
等

に
よ
る
消
失
、
②
無
償
譲
渡
・
無

償
貸
与
、
③
建
替
え
、
④
開
設
者

の
死
亡
や
病
気
に
よ
る
や
む
を
得

な
い
廃
業
の
４
つ
」
で
あ
る
と
回

答
し
、
病
気
に
よ
る
閉
院
の
場
合

も
、
補
助
金
等
の
返
還
は
必
要
な

く
、
支
払
基
金
へ
申
請
し
て
ほ
し

い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

実
質
義
務
化
は
問
題

　

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
で
示
さ
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
の
割
合
を
１
０
０
％
に
近
づ
け

て
い
く
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
案
）」
で
、「
光
デ
ィ
ス
ク
等
請

求
機
関
は
…
令
和
６
年
９
月
末
ま

で
に
、
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

移
行
す
る
」
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
の
実
質
的
な
義
務
化
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
、「
光
デ
ィ

ス
ク
等
請
求
を
続
け
る
機
関
に

は
、
移
行
計
画
の
提
出
を
求
め
、

１
年
単
位
の
経
過
的
な
取
扱
い
と

す
る
」
と
あ
る
が
「
光
デ
ィ
ス
ク

等
請
求
を
続
け
る
機
関
」
に
制
限

や
要
件
を
設
け
る
の
か
協
会
は
問

う
た
が
、
厚
労
省
は
「
現
在
、
議

論
を
進
め
て
い
る
状
況
」
で
「
年

度
内
に
省
令
改
正
を
行
う
予
定
で

あ
る
」
な
ど
と
回
答
。
レ
セ
コ
ン

の
新
規
導
入
に
つ
い
て
は
、
医
療

情
報
化
支
援
基
金
に
よ
る
補
助
金

を
準
備
し
て
い
る
と
し
た
。

「
資
格
確
認
書
」

自
治
体
の
運
用
尊
重

　

現
在
、
国
会
で
審
議
中
の
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
法

案
」
で
、「
健
康
保
険
証
の
廃
止

に
伴
い
、
短
期
被
保
険
者
証
の
仕

組
み
は
廃
止
」
し
、「
被
保
険
者

資
格
証
明
書
の
交
付
に
代
え
て
、

特
別
療
養
費
の
支
給
に
変
更
す
る

旨
の
事
前
通
知
を
行
う
規
定
を
整

備
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
、
現
在
、
資
格
証
明
書
を
発
行

し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る
が
、

そ
う
し
た
取
り
扱
い
も
認
め
ら
れ

る
の
か
問
う
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
保
険
料
の
納
付
に
資
す

る
取
組
や
特
別
の
事
情
の
有
無
な

ど
を
自
治
体
が
把
握
し
た
上
で
、

保
険
証
の
期
限
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

自
治
体
の
ワ
ク
チ
ン
委
託

イ
ン
ボ
イ
ス
は
不
要

　

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
に
関

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
委
託
業

務
に
つ
い
て
、
自
治
体
が
医
療
機

関
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
、
発
行

で
き
な
け
れ
ば
委
託
料
を
減
額
す

る
と
す
る
相
談
が
協
会
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
委
託
事
業
は
最
終
消
費
者
が

自
治
体
と
な
る
上
、
自
治
体
の
一

般
会
計
は
消
費
税
の
申
告
義
務
が

な
く
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求

め
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
総
務
省

は
、
一
般
論
と
し
て
そ
の
通
り

で
、
不
適
切
事
例
が
あ
れ
ば
総
務

省
か
ら
も
自
治
体
に
聞
き
取
り
を

行
い
た
い
と
回
答
し
た
。

※
自
治
体
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
な
ど
に
関
し
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
求
め
ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
協
会
事
務
局
（
☎
078
―

393
―
１
８
０
７
）
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

厚
労
省
（
左
手
前
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
森

岡
副
理
事
長
（
右
奥
）

４・27省庁交渉

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
・
請
求
の
義
務
化
撤
回

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
求
め
る

勤務医の先生方へ

住所・勤務先変更は
協会までご連絡を

☎078－393－1817
� 組織部まで
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税
務
経
営
部
は
４
月
22
日
に
第

４
２
９
回
医
院
経
営
研
究
会
例
会

を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
24
人

（
う
ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
18
人
）
が
参
加

し
た
。
社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好

志
郎
先
生
が
「
就
業
規
則
作
成
の

す
す
め
～
働
き
や
す
い
職
場
に
向

１
日
、
保
険
医
協
会
会
議
室
に
お

い
て
、
神
戸
掖
済
会
病
院
の
麻
酔

科
・
救
急
部
長
と
し
て
日
々
ご
多

　

年
々
開
花
の
早
く
な
る
桜
が
神

戸
で
も
満
開
に
な
っ
た
去
る
４
月

　

近
畿
一
円
の
協
会
や
民
主
医
療

機
関
連
合
会
（
民
医
連
）、
反
核

医
師
の
会
な
ど
で
組
織
す
る
近
畿

反
核
医
師
懇
談
会
は
５
月
７
日
、

広
島
市
内
で
「
第
４
回
金
融
機
関

の
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資

に
関
す
る
調
査
・
結
果
報
告
会
」

を
開
催
。
司
会
を
兵
庫
協
会
の
武

村
義
人
副
理
事
長
が
、
報
告
を
松

井
和
夫
和
歌
山
協
会
理
事
が
務

め
、
中
川
武
夫
反
核
医
師
の
会
代

表
世
話
人
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
地

元
の
広
島
民
医
連
の
佐
々
木
敏
哉

会
長
が
同
席
し
た
。

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
で
は
、

２
０
１
９
年
に
京
都
で
開
催
し
た

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」
以
降
、

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
中
心
の
一
つ
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｐ
Ａ

Ｘ
が
進
め
て
き
た
〝Don't Bank 

on the Bomb

〟（
核
兵
器
に
お

金
を
貸
す
な
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
金
融
機
関
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
核
兵

器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
を
止
め

る
よ
う
求
め
て
き
た
。
今
回
の
報

告
会
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
合
わ
せ
て

実
施
し
た
も
の
。

　

こ
の
運
動
は
世

界
中
で
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
昨
年

行
わ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
第
１
回

締
約
国
会
議
で

は
、
ア
メ
リ
カ
や

イ
タ
リ
ア
の
銀
行
や
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
、
核
兵
器
開
発
・

製
造
か
ら
の
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

（
投
融
資
の
引
き
揚
げ
）
を
訴
え

て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、
約
１
兆
円
を

運
用
す
る
イ
タ
リ
ア
の
投
資
フ
ァ

ン
ド
・
エ
チ
カ
フ
ァ
ン
ド
が
、
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
と
と
も
に
〝Investors 

Open Statem
ent to States 

Parties on the Treaty on the 
P
rohibition of N

uclear 
W
eapons

（TPNW

）〟（
仮
訳
＝

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
へ
の
投

資
家
に
よ
る
公
開
声
明
）
を
発
表

し
、
世
界
の
金
融
機
関
な
ど
に
、

核
兵
器
製
造
企
業
か
ら
の
投
融
資

引
き
揚
げ
を
求
め
て
声
明
へ
の
賛

同
を
募
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

同
声
明
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対

す
る
賛
否
を
問
う
た
。

　

結
果
、
大
手
銀
行
５
行
と
地
方

銀
行
１
行
、
生
命
保
険
会
社
４
社

か
ら
回
答
を
得
、
り
そ
な
銀
行
が

同
声
明
に
「
賛
同
す
る
方
向
で
検

討
し
た
い
」、
三
井
住
友
ト
ラ
ス

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
内
容
に

「
賛
同
で
き
る
」
と
回
答
し
た
。

　

報
告
会
で
は
Ｐ
Ａ
Ｘ
の
ス
ー
ジ

ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏
が
、
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
世
界
中
の
投
資

家
は
、
こ
の
声
明
に
署
名
す
る
こ

と
で
、
核
兵
器
を
非
難
す
る
声
に

加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
声
明

へ
の
署
名
の
意
義
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
エ
チ
カ
・
フ
ァ
ン
ド
財

産
管
理
＆
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ア
ル
ド
・
ボ
ナ

テ
ィ
氏
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
、
世
界
中
で
90
以
上
の
金
融
機

関
や
機
関
投
資
家
が
こ
の
声
明
に

署
名
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
の

金
融
機
関
が
一
つ
も
賛
同
し
て
い

な
い
こ
と
を
告
発
。「
今
年
の
第

２
回
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会

議
で
、
日
本
の
金
融
機
関
も
署
名

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
で
き
る
よ

う
に
、
取
り
組
み
を
強
め
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

当
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
共
同
通
信

社
、
毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞

社
、
中
国
新
聞
社
、
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
総
合
新
聞

社
等
か
ら
の
取
材
を
受
け
、
翌
日

中
国
新
聞
と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
、

調
査
結
果
を
報
じ
て
い
る
。

忙
の
馬
屋
原
拓
先
生
を
お
招
き
し

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症　

場
末

の
救
急
病
院
奮
闘
記
」
と
題
す
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
生
、
馬
屋
原
先
生
（
以
下
先

生
）
に
は
日
頃
の
診
療
に
お
い
て

た
く
さ
ん
の
症
例
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
一
も
二
も
な
く
馳

せ
参
じ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
ご
講
演

は
、
コ
ロ
ナ
が
日
本
に
上
陸
し
て

第
１
波
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

発
的
に
増
え
て
か
ら
の
保
健
所
や

他
の
救
急
病
院
と
の
確
執
、
院
内

で
の
病
室
調
整
の
困
難
等
々
、
淡

々
と
語
ら
れ
る
言
葉
の
裏
に
は
想

像
を
絶
す
る
ご
苦
労
が
お
あ
り
で

あ
っ
た
と
拝
察
す
る
に
十
分
な
内

容
で
あ
り
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
現

場
の
声
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
多
く
の
コ
ロ
ナ
患
者
を

救
っ
た
掖
済
会
病
院
の
救
急
部
が

「
場
末
」
で
あ
る
わ
け
が
な
い
の

で
す
が
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
タ

イ
ト
ル
で
話
を
さ
れ
た
先
生
の
謙

虚
さ
と
、
感
染
爆
発
の
超
多
忙
な

日
々
の
な
か
で
も
在
宅
医
療
の
ス

タ
ッ
フ
や
保
健
所
職
員
へ
の
敬
意

も
忘
れ
ず
に
表
さ
れ
る
馬
屋
原
先

生
の
誠
実
な
人
間
性
に
も
深
く
感

銘
を
受
け
た
講
演
で
し
た
。
垂
水

区
の
「
場
末
」
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

し
て
は
掖
済
会
病
院
が
バ
ッ
ク
に

居
て
く
れ
て
幸
せ
で
す
。

�

【
垂
水
区　

三
村
　
　
純
】

先
生
と
掖
済
会
病
院

の
悪
戦
苦
闘
ぶ
り

を
、
ご
自
身
が
投
稿

さ
れ
た
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
振
り
返
り
な
が
ら

解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
初
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
も
ろ
く
に
で
き
な

い
状
況
、
患
者
が
爆

が
あ
る
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
、
退
職
を
希
望
す
る
場
合
に
は

い
つ
ま
で
に
願
い
出
る
か
な
ど
の

ル
ー
ル
も
明
確
に
定
め
周
知
す
る

こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

ま
た
、
求
人
を
出
し
て
も
応
募

が
少
な
く
人
手
不
足
が
続
き
、
高

額
な
手
数
料
を
支
払
い
派
遣
会
社

に
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
い
医
療
業

界
の
実
態
も
紹
介
。

　

事
業
所
と
し
て
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
義
務
化
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
中
、
子
育
て
や
介
護
な
ど

職
員
の
働
き
方
に
合
わ
せ
半
日
の

有
給
休
暇
の
取
得
を
認
め
る
な
ど

の
工
夫
に
よ
っ
て
、「
安
心
し
て

働
け
る
」「
安
心
し
て
休
め
る
」

職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
定
着
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と

し
た
。

け
た
ル
ー
ル
作
り
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　

桂
先
生
は
、
２
０
１
９
年
４
月

以
降
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
り
扱

い
が
厳
格
化
さ
れ
る
な
ど
、
近
年

の
雇
用
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
就

業
規
則
作
成
の
重
要
性
が
増
し
て

い
る
こ
と
を

強
調
。
労
働

基
準
法
で
定

め
ら
れ
て
い

る
記
載
す
べ

き
事
項
や
、

作
成
し
た
就

業
規
則
は
各

労
働
者
に
提

示
す
る
必
要

　

神
戸
支
部
は
４
月
１
日
、
研
究

会
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症　

場
末

の
救
急
病
院
奮
闘
記
」
を
開
催
。

神
戸
掖
済
会
病
院
救
急
科
・
総
合

診
療
科
部
長
の
馬
屋
原
拓
先
生
が

講
演
し
、
29
人
（
来
場
７
人
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
22
人
）
が
参
加
し
た
。
垂

水
区
・
み
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
三
村
純
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

桂社労士は就業のルールづくり
の重要性を強調した　　　　　

伊の投資ファンド・エチカファ
ンドのアルド氏が核兵器への投
資はリスクであるなどと語った

神戸掖済会病院の馬屋原先生がコ
ロナ流行初期からの対応を講演　

『医院経営と雇用管理』
月刊保団連臨時増刊号

2022年度改訂版（2022年11月発行）

義
務
化
さ
れ
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
な

ど
医
院
経
営
に
必
要
な
労
務
管
理
の
基

礎
知
識
を
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
解

説
。
就
業
規
則
の
た
た
き
台
も
掲
載

Ｂ
５
判
１
７
０
ペ
ー
ジ

会
員
頒
価
１
０
０
０
円
（
送
料
込
）

ご注文・お問い合わせは、
� ☎078－393－1807 有本まで

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会
2023年度カリキュラムがスタート！

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎�医院経営にすぐ役立つ書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

会費は
　月額2,000円

６月24日（土）日常記帳基礎講座
７月22日（土）パソコン記帳講座
８月26日（土）�消費税の仕組みと� �

インボイス制度
９月16日（土）�スタッフの社会保険

料・税金
10月28日（土）ホームページ作成
11月25日（土）労務管理のポイント（仮）
12月16日（土）決算処理のポイント

2023年
１月27日（土）パソコン決算講座
１月～２月　 税務個別相談
２月初旬　　 確定申告研究会
４月27日（土）労務に関する法改正（仮）
５月25日（土）医院経営に関する法律
※�例会は原則として14時30分～17時
に開催。 パソコン記帳以外は、
Zoom配信も予定

2024年
◆2023年度セミナー（例会）カリキュラム（予定）

ル
ー
ル
を
定
め
て

安
心
し
て
休
め
る
職
場
づ
く
り

医
院
経
営
研
究
会「
就
業
規
則
作
成
の
す
す
め
」

神
戸
支
部　

研
究
会

コ
ロ
ナ
最
前
線
の

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
報
告

近畿反核医師懇談会　G7にあわせ広島からアピール

多数のマスコミが取材

〝Don't Bank On the Bomb〟
核兵器にお金を貸すな！

感 想 文



（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０３７号 （４）２０２３年(令和５年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

薬
の
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

感 想 文
　

歯
科
部
会
は
４
月
９
日
、
協
会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
く
す
り

・
検
査
値
が
わ
か
れ
ば
全
身
が
見
え
る　
ｕ
ｐ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ　

２
０
２

３
」
を
開
催
。
明
和
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
末
松
基
生
先
生
を

講
師
に
、
81
人
（
来
場
37
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
44
人
）
が
参
加
し
た
。
池

岡
智
之
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

最
近
、「
薬
」
に
つ
い
て
し
ば

ら
く
勉
強
し
て
い
な
い
と
思
い
参

加
し
た
。「
歯
科
で
出
す
薬
な
ん

　

日
頃
よ
り
、
協
会
活
動
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願

署
名
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
現
在

４
０
０
０
筆
（
５
月
11
日
時
点
で

の
兵
庫
協
会
分
）
を
超
え
る
数
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
声
は
、
６
月
１
日
に
行
わ

れ
る
保
団
連
の
〝
署
名
集
約
集

会
〟
で
、
国
会
に
届
け
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の

署
名
数
の
上
積
み
を
は
か
り
、
さ

ら
に
世
論
を
大
き
く
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
お
忙
し

い
と
こ
ろ
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す

が
、
再
度
署
名
用
紙
を
お
届
し
て

お
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
大

幅
引
き
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
国
の
歯
科
医
療
予
算
を
抜
本

的
に
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し

て
歯
科
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
窓
口
負
担
割
合
を
引
き
下

げ
る
こ
と
、
保
険
の
給
付
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
必
要

で
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
要
求
を
請
願
す

る
た
め
の
署
名
で
す
。

　

署
名
用
紙
は
月
刊
保
団
連
５
月

号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
１
筆
２

筆
、
先
生
や
ご
家
族
の
分
だ
け
で

も
結
構
で
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
追
加
注
文
、
お
問
い
合
わ

せ
は
☎
078
―
393
―
１
８
０
９
ま

で
。

か
大
し
て
な
い
。
基
本
的
な
こ
と

は
若
い
時
に
勉
強
し
て
き
た
し
、

一
応
参
加
し
て
お
こ
う
」
と
軽
い

名
称
に
は
「
癖
」
が
あ
る
と
見
分

け
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ

せ
だ
と
患
者
さ
ん
の
状
態
が
把
握

で
き
る
か
具
体
的
に
解
説
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
例
え
ば
、
著
し
く
腎

機
能
が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
医
師

の
先
生
方
の
処
方
で
分
か
る
こ
と

な
ど
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

口
腔
外
科
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

先
生
と
違
い
、
一
般
歯
科
の
先
生

方
に
は
驚
き
だ
っ
た
と
思
う
。
一

般
歯
科
医
に
は
、
医
科
的
な
病
態

は
霧
が
か
か
っ
て
は
っ
き
り
と
見

え
な
い
。

　

歯
科
で
処
方
す
る
抗
菌
剤
や
鎮

痛
剤
な
ど
に
効
果
が
な
い
場
合

や
、
腎
機
能
の
低
下
に
よ
り
起
こ

り
う
る
著
し
い
副
作
用
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
発
現
す
る
か
は
ご

存
知
な
い
先
生
も
意
外
と
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
新
し
い
薬

が
出
る
と
医
科
の
先
生
方
の
処
方

の
傾
向
が
変
化
す
る
の
で
、
歯
科

医
も
「
薬
」
の
知
識
の
「
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
が
必
要
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
。

　

現
場
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
導

入
に
よ
る
混
乱
や
保
険
請
求
に
ス

タ
ッ
フ
の
労
務
、
物
価
上
昇
へ
の

対
策
な
ど
歯
科
の
先
生
は
雑
務
が

多
く
、
勤
務
医
の
先
生
も
ノ
ル
マ

や
自
費
の
勉
強
な
ど
で
な
か
な
か

時
間
が
作
れ
な
い
。
勿
論
、
個
人

の
生
活
の
時
間
も
あ
る
。

　

現
に
分
院
長
業
務
を
し
て
い
る

私
も
労
働
で
疲
弊
し
て
い
る
し
、

前
の
勤
務
先
で
は
一
般
勤
務
医
だ

っ
た
が
、
時
間
外
で
保
険
請
求
の

勉
強
を
す
る
だ
け
で
手
が
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
言
い
訳
に
は
な

ら
な
い
し
、
患
者
さ
ん
の
た
め
だ

け
で
な
く
自
分
自
身
の
た
め
に
も

し
っ
か
り
と
勉
強
し
な
い
と
と
改

め
て
思
う
次
第
で
あ
る
。

�【
準
会
員
・
歯
科　

池
岡
　
智
之
】

気
持
ち
で
協
会
に
向
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
講
習

会
が
始
ま
り
早
々
に
自

己
の
知
識
の
甘
さ
に
驚

い
た
。

　

降
圧
剤
・
糖
尿
病
薬

・
抗
血
栓
薬
・
Ｂ
Ｐ
薬

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

末松基生先生が歯科に関する薬
について最新の知見を解説した

歯科保険請求
142

厚労省・保険診療確認事項リスト（歯科）令和５年度改訂版より抜粋

〈歯内療法〉
《加圧根管充填処置》
　略：CRF
①クラウン・ブリッジ維持管理料に係
る届出を行っていない場合に、算定で
きない加圧根管充填処置を算定してい
る例が認められたので改めること。
②算定要件を満たしていない加圧根管
充填処置を算定している次の例が認め
られたので改めること。
　ア　緊密な根管充填を行っていな
い。
　イ　複数の根管を有する歯におい
て、一部の根管で緊密な根管充填を行
っていない。
　ウ　根管充填後に歯科エックス線撮
影または歯科部分パノラマ断層撮影に
より根管充填の状態を確認していな
い。
　エ　根管充填後に撮影した歯科用エ
ックス線画像または歯科部分パノラマ
断層撮影画像が根管充填の確認に利用
できない。
③加圧根管充填処置について、○根管
で算定すべきものを○根管として誤っ
て算定している例が認められたので改
めること。
《手術用顕微鏡加算》
　略：手顕微加　→【要施設基準】
①手術用顕微鏡加算に係る施設基準の
届出を行っていない場合に、算定でき
ない手術用顕微鏡加算を算定している
例が認められたので改めること。
②算定要件を満たしていない手術用顕
微鏡加算を算定している次の例が認め
られたので改めること。→手術用顕微
鏡を用いた根管治療を行う際に、歯科
用３次元エックス線断層撮影装置を用
いて得られた画像診断の結果を踏まえ
ていない。
③手術用顕微鏡加算に係る根管の所見
および根管治療の内容について、（診
療録に記載していない、診療録への記
載が不十分な）例が認められたので、
個々の症例に応じて適切に記載するこ

と。
④３根管以上の複雑な解剖学的根管形
態を有する歯に該当していない場合
に、算定できない手術用顕微鏡加算を
算定している例が認められたので改め
ること。
⑤根管内異物除去に係る手術用顕微鏡
加算を算定している場合に、算定でき
ない加圧根管充填処置に係る手術用顕
微鏡加算を算定している例が認められ
たので改めること。
《Ni-Tiロータリーファイル加算》
　略： NRF →【要施設基準】
①手術用顕微鏡加算に係る施設基準の
届出を行っていない場合に、算定でき
ないNi-Tiロータリーファイル加算を
算定している例が認められたので改め
ること。
②歯科用３次元エックス線断層撮影装
置および手術用顕微鏡を用いて根管治
療を行い、加圧根管充填処置を行った
場合以外に、算定できないNi-Tiロー
タリーファイル加算を算定している例
が認められたので改めること。
《抜歯を前提とした歯内療法》
①抜歯を前提とした急性症状の消退の
ための根管拡大等に係る症状、所見、
治療内容について、（診療録に記載し
ていない、診療録への記載が不十分
な）例が認められたので、個々の症例
に応じて適切に記載すること。
②抜歯を前提として急性症状の消退を
図ることを目的とした根管拡大等につ
いて、根管数にかかわらず感染根管処
置の「１　単根管」として算定すべき
ものを（「２　２根管」、「３　３根管
以上」）で算定している例が認められ
たので改めること。
③抜歯を前提とした消炎のための根管
拡大後の根管貼薬処置について、根管
数にかかわらず「１　単根管」として
算定すべきものを（「２　２根管」、
「３　３根管以上」）で算定している
例が認められたので改めること。

歯
科
定
例
研
究
会

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」請
願
署
名

現
在
４
千
筆
超 

さ
ら
な
る
上
積
み
へ

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

歯
科
部
会
長　
　

加
藤
　
擁
一

６
月
１
日
に
国
会
に
提
出
予
定
の

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
請
願
署
名
」
　
　
　
　
　

歯科部会

歯科「診断力」スキルアップセミナー

歯科定例研究会お申し込み・お問い合わせは、協会事務局 ☎078－393－1809まで

お申し込み・お問い合わせは、協会事務局 ☎078－393－1809まで 来場参加のお申し込み・お問い合わせは、協会事務局 ☎078－393－1809まで

日　時　６月11日（日）10時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
内　容　�歯と口腔の基礎知識、診療の流れ、院内感染対策の基礎知識、

患者接遇の基本など
参加費　�6000円（「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブッ

ク」・資料・「修了証書」・弁当・お茶代含む）
対　象　概ね１年以内の新人スタッフ（歯科助手・受付）向け
定　員　50人　※受講証を発行（医療法の規定および歯初診の職員研修）

初級歯科助手講座

口腔粘膜疾患の診断と病診連携のポイント
―「歯初診」施設基準にも対応―

美しい義歯調整
～簡単で効率的なコツ～

日　時　５月28日（日）10時～12時
会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫県立はりま姫路総合医療センター
　　　　　　　　歯科口腔外科　診療科長　石田　佳毅先生
参加費　１人1000円　　定　員　60人（要事前申込）

※歯初診 受講証 当日発行します

日　時　５月28日（日）14時～17時
会　場　協会５階会議室（オンライン併用）
講　師　昭和大学歯学部高齢者歯科学講座教授　佐藤　裕二先生

【Zoomによる視聴希望の方】
　メールの件名を「5/28歯科定例研Zoom視聴希望」とし、本文に
①医療機関名②参加者名③職種を記載の上、ysng@doc-net.or.jp（事
務局・吉永）へ送信ください。招待メールを送信します。
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過
日
少
し
遠
方
へ
タ
ク
シ
ー
で

行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

途
中
横
断
歩
道
が
あ
り
、
車
両

は
手
前
で
一
時
停
車
し
た
。
歩
道

の
方
は
妊
婦
さ
ん
ら
し
く
、
ゆ
っ

く
り
渡
る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
に

向
か
っ
て
先
に
行
け
と
合
図
を
さ

れ
た
が
、
運
転
手
さ
ん
は
逆
に
運

転
席
の
窓
を
開
け
、
隣
に
来
る
車

を
制
し
歩
行
者
に
渡
れ
と
合
図
し

て
い
た
。
歩
行
者
は
軽
く
会
釈
し

て
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
い
っ
た
。

　

運
転
手
さ
ん
は
私
に
向
か
っ
て

「
え
ら
い
待
た
し
て
す
ん
ま
せ
ん

で
し
た
な
、
で
も
な
、
歩
行
者
が

進
行
方
向
を
向
い
て
い
た
ら
、
行

っ
た
ら
あ
き
ま
へ
ん
の
で
す
わ
。

別
の
方
向
を
む
い
て
た
ら
よ
ろ
し

ゅ
う
お
ま
す
け
ど
な
」
と
説
明
さ

れ
た
。
流
石
プ
ロ
だ
ね
と
褒
め
た

ら
、
引
き
続
い
て
喋
り
だ
し
た
。

　

「
道
に
『
一
時
停
止
』
と
い
う

の
が
お
ま
っ
し
ゃ
ろ
。
そ
こ
で
止

ま
っ
て
左
右
を
見
て
、
Ｏ
Ｋ
と
思

っ
て
す
ぐ
発
車
し
た
ら
あ
き
ま
へ

ん
の
で
っ
せ
。
昔
そ
こ
で
、
車
止

め
ら
れ
て
し
も
て
な
、
な
ん
で
や

と
聞
い
た
ら
、
止
ま
る
時
間
が
短

い
と
言
う
の
で
す
わ
。
そ
こ
で
、

な
ん
ぼ
や
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
ん
で

っ
か
と
聞
い
た
ら
、
５
秒
以
上
や

と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
ん

や
。
い
っ
た
ん
は
５
秒
か
と
思
い

ま
し
た
な
。
喧
嘩
し
て
も
負
け
ま

っ
さ
か
い
諦
め
ま
し
た
わ
」
と
い

う
話
を
さ
れ
た
。「
参
考
に
な
っ

た
」
と
礼
を
言
っ
た
ら
話
は
ま
す

ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
止
め
ど

こ
ろ
も
な
く
続
い
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
一
方
通
行
の

話
が
あ
っ
た
。
彼
の
話
に
よ
る

と
、
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
は

軽
車
両
で
あ
り
、
一
方
通
行
に
も

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
標
識

の
矢
印
の
下
に
自
動
車
、
原
付
と

書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
で
は
自
転
車

は
通
行
し
て
良
い
が
、
そ
う
で
な

い
と
こ
ろ
は
、
一
方
通
行
を
守
ら

な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
し
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
人
も
罪
の
意
識

は
な
く
、
取
り
締
ま
る
方
も
見
逃

し
て
い
る
と
呟
い
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
彼
の
う
ん
ち
く
を
話

さ
れ
た
が
、
目
的
地
に
つ
い
た
の

で
話
は
中
断
し
て
終
わ
っ
た
。

　

色
々
参
考
に
な
っ
た
。
す
べ
て

孫
に
伝
え
て
お
き
た
い
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
さ
ん

�

の
提
言

灘
区　
　

岡
本
　
好
司

員員 稿稿
会 投

南淡温泉　瀬戸内海国立公園

休暇村南淡路（下）

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

夕
食
は
会
席
料
理
と
、
鯛
や
ハ

マ
チ
や
タ
コ
や
イ
カ
な
ど
淡
路
近

海
の
旬
の
魚
介
の
お
造
り
や
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
、
淡
路
島
玉
ね
ぎ
や

醤
油
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
淡
路
島
産

酢
な
ど
地
産
地
消
の
ご
当
地
グ
ル

メ
満
載
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
ど
ち
ら

か
を
選
択
す
る
。

　

会
席
料
理
は
、
春
は
天
然
桜
鯛

・
サ
ク
ラ
マ
ス
、
夏
は
鱧は

も

、
秋
は

の
ど
ぐ
ろ
（
あ
か
む
つ
）、
冬
は

淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
で
、
通
年

の
淡
路
牛
を
楽
し
む
「
淡
路
島　

牛
会
席
」
も
あ
る
。
今
回
は
９
月

に
「
鱧
三
昧
」
を
注
文
し
た
。
先

付
は
鱧
の
子
玉
〆
め
、
鱧
マ
リ

ネ
、
鱧
南
蛮
漬
け
、
造
り
は
鱧
湯

引
き
、
鱧
焼
霜
造
り
、
三
種
盛
り

の
後
に
、
本
命
の
鱧
す
き
鍋
。
鱧

す
き
鍋
は
淡
路
島
の
郷
土
料
理
の

一
つ
で
、
鱧
の
ア
ラ
で
炊
い
た
出

汁
に
タ
ッ
プ
リ
の
淡
路
島
産
玉
ね

ぎ
を
加
え
た
甘
み
醤
油
ベ
ー
ス
の

割
り
下
で
鱧
の
身
を
煮
る
。
玉
ね

ぎ
の
甘
み
と
鱧
の
旨
味
が
合
う
。

　

淡
路
島
の
鱧
は
伝
統
の
漁
法

「
延は

え

縄な
わ

漁り
ょ
う」
で
一
尾
一
尾
釣
り
上

げ
ら
れ
る
た
め
傷
が
少
な
く
美
し

い
容
姿
で
、
１
・
５
～
２
・
０
㎏

の
肉
厚
で
柔
ら
か
な
食
感
と
し
っ

か
り
と
し
た
味
が
他
に
類
を
見
な

い
「
別
品
」
と
称
さ
れ
、「
べ
っ

ぴ
ん
鱧
」
と
も
呼
ば
れ
る
南
淡
路

の
地
元
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い

る
。
鱧
の
卵
（
鱧
の
子
）、
鱧
の

肝
、
鱧
の
浮
き
袋
な
ど
珍
し
い
部

位
も
楽
し
め
る
。
鱧
の
身
は
出
汁

に
く
ぐ
ら
せ
ボ
タ
ン
の
花
が
咲
い

た
よ
う
に
身
が
広
が
っ
た
頃
が
食

べ
頃
。
煮
す
ぎ
る
と
形
が
崩
れ
る

卵
と
、
ゼ
ラ
チ
ン
質
で
あ
る
た
め

煮
す
ぎ
る
と
透
明
に
な
る
浮
き
袋

は
火
を
通
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、

肝
は
よ
く
火
を
通
し
て
食
べ
る
の

が
お
勧
め
。

　

〆
が
手
延
べ
素
麺
な
の
が
淡
路

島
流
。
喉
越
し
の
良
い
南
あ
わ
じ

産
の
最
高
級
手
延
べ
素
麺
「
お
の

こ
ろ
糸
」
が
提
供
さ
れ
る
。
細
い

の
に
コ
シ
が
あ
り
出
汁
に
よ
く
絡

む
。
そ
の
後
、
鱧
ス
テ
ー
キ
、
鱧

茶
碗
蒸
し
、
鱧
天
婦
羅
、
鱧
押
し

寿
司
、
鱧
吸
い
物
と
鱧
料
理
が
続

き
、
漬
物
三
種
、
季
節
の
果
物
、

淡
路
島
ア
イ
ス
で
終
わ
る
。

　

鱧
は
ウ
ナ
ギ
目
ハ
モ
科
に
分
類

さ
れ
る
魚
の
一
種
。
中
国
で
は
鱧

は
生
命
力
が
強
く
、
薬
膳
的
な
効

能
と
し
て
〝
気
〟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
高
め
整
腸
作
用
と
利
尿
作
用
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
鱧
は
小
骨

が
多
い
上
に
硬
く
調
理
の
際
に
は

「
骨
切
り
」
と
い
う
特
殊
処
理
が

必
要
で
あ
る
た
め
板
前
の
腕
の
見

せ
所
で
あ
る
。
比
較
的
臭
み
が
強

い
上
、
加
熱
し
な
い
状
態
で
は
血

液
に
有
毒
な
毒
素
が
あ
る
た
め
生

食
は
で
き
な
い
。
鱧
の
上
場
水
揚

げ
量
は
愛
媛
県
の
八
幡
浜
漁
港
に

次
い
で
、
兵
庫
県
の
由
良
漁
港
と

徳
島
県
の
小
松
島
漁
港
が
多
い
。

　

淡
路
島
の
鱧
は
一
般
的
に
産
卵

前
の
７
月
～
８
月
が
、
身
が
あ
っ

さ
り
と
し
て
旬
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、「
な
ご
り
鱧
」
と
い
っ
て

真
夏
に
産
卵
を
終
え
た
鱧
は
そ
こ

か
ら
し
っ
か
り
と
栄
養
を
補
給
す

る
た
め
産
卵
前
よ
り
も
栄
養
を
蓄

え
た
状
態
に
な
る
。「
梅
雨
を
飲

ん
で
美
味
し
く
な
る
」
と
い
わ
れ

る
初
夏
の
鱧
と
並
び
、
濃
厚
な
旨

味
と
弾
力
の
あ
る
食
感
を
楽
し
め

る
秋
も
も
う
ひ
と
つ
の
旬
で
あ

る
。

　

ま
た
淡
路
島
の
鱧
は
水
揚
げ
さ

れ
る
場
所
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
類

さ
れ
、
大
鳴
門
橋
を
境
に
、
大
鳴

門
橋
の
東
南
東
・
沼ぬ

島し
ま

沖
の
鱧
は

「
下し

た
て手
の
鱧
」
と
称
さ
れ
旬
が
５

月
下
旬
～
８
月
上
旬
、
大
鳴
門
橋

の
北
側
・
南
あ
わ
じ
沖
の
鱧
は
通

称
「
上う

わ
て手
の
鱧
」
で
旬
は
７
月
中

旬
～
９
月
末
と
さ
れ
る
。

　

夕
食
の
友
に
は
南
あ
わ
じ
市
で

１
９
３
２
年
に
創
業
し
た
本
庄
酒

造
の
地
酒
「
南な

ん

長ち
ょ
う

　

純
米　

冷
用

辛
口
」
を
頂
い
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

分
14
度
、
山
田
錦
と
米
麴
だ
け
を

原
材
料
と
し
精
米
歩
合
は
75
％
で

呑
み
心
地
抜
群
、
食
事
と
の
相
性

も
バ
ッ
チ
リ
だ
っ
た
。

�

【
西
区　

前
田
　
達
生
】

鱧湯引き

鱧すき鍋〆の素麺「おのころ糸」

鱧天婦羅

〒656-0503　兵庫県南あわじ市福良丙870-１
電話：0799-52-0291　FAX：0799-52-3651
ホームページ：https://www.qkamura.or.jp/awaji
E-mail：awaji@qkamura.or.jp

源泉名：南淡温泉
湧出地：兵庫県南あわじ市福良字鳰

にお

真奥丙349
泉質：�カルシウム・塩化物冷鉱泉（低張

性、中性、冷鉱泉）
泉温：20.4℃（気温22.5℃）、使用場所42.0℃
無色、澄明、無臭、顔をしかめてしまう
ほど強い苦み、金気を有する
pH：7.26　　ラドン含有量：8.83Bq/㎏
Ca2＋：2120㎎/㎏	 Na＋：440㎎/㎏
Sr2＋：30.9㎎/㎏		 Cl－：4680㎎/㎏
HCO3－：88.5㎎/㎏	 SO42－：70.4㎎/㎏
「潮騒の湯」などの営業時間：12時～24時、
翌朝５時～９時
（外来入浴は12時～15時、足湯は９時～17時）

５月８日

選　挙

保団連近畿ブロック　公害環境対策学習会のご案内

永遠の化学物質：有機フッ素化合物
―摂津市での汚染問題を中心に―

来場申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 伊地知まで

　全国で相次いで検出されている有機フッ素化合物（PFOA及びPFOSなど）。
水や油をはじく特性から、以前は焦げ付かない調理器具や防水スプレーなど幅
広い用途に使用されていました。しかし、近年健康被害との関連が指摘され、
世界で製造・使用の規制が進んでいます。自然界で分解されることがほとんど
ないことから「フォーエバーケミカル＝永遠の化学物質」とも呼ばれる有機フ
ッ素化合物。今回の学習会は、世界レベルの汚染が指摘されている摂津市での
実態を中心に、汚染問題全般についてご報告いただきます。

日　時　６月４日（日）13時30分～15時30分
会　場　�大阪府保険医会館Ｍ＆Ｄホール（大阪市浪速区幸町１－２－33、地下

鉄・JR線「なんば」下車 26-Ａ出口徒歩５分）、オンライン
講　師　公益社団法人京都保健会　社会健康医学福祉研究所所長
　　　　京都大学　名誉教授　小泉 昭夫先生
オンライン参加をご希望の方は、右の二次元コードからお申し込みください。

押さえておきたい！withコロナでの接遇のポイント～クレーム対応も含めて～
日　時　６月17日（土）14時30分～16時30分
会　場　尼崎商工会議所７階702会議室（阪神尼崎駅北口より徒歩５分）
講　師　マネジメントコンサルタント　松田 幸子先生
参加費　1000円　　定　員　40人

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805 沖野・石本まで

尼崎支部　職員接遇研修会

※年２回の研修実施が求められている医療安全管理研修会の一環のため受講票を発行します

ホイホイ漫画�
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

特別金利キャンペーン実施中！

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2023年５月１日現在
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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　是枝哲也先生（保険医協会会員・高砂市）の油彩画個展をご紹介し
ます。

日　時　�５月18日（木）～21日（日）10時30分～17時
会　場　加古川市立松風ギャラリー
　　　　�（〒675－0017 加古川市野口町良野1736、加古川市役所から

南へ200m、駐車場は近隣駐車場「加古川市営駐車場カーパ
ークつつじ」をご利用ください。30分無料、最大600円）

指導法の確立 指導者の育成

・わかりやすい説明のしかた
・指導教材の作成
　アニメーション・動画の作成
　成人だけでなく、小児についても
・エビデンスの確立

・認定講師養成講座　年４回
　講師募集中です。
　�詳しくは、嚥下トレーニン
グ協会ホームページを参照
してください。

・勉強会の開催　年４回
・交流会の開催

・講座開催の支援
・東京、神戸に教室を設置

・ホームページ、メールマガジン
・TV、新聞、書籍などでの情報発信
・YouTube 嚥下トレーニングチャンネル

指導の場づくり 活動情報の発信

激増する嚥下障害に
必要な予防訓練
　いったん老化で嚥下障害になって
しまうと、元通りに食べられるよう
になるのは、かなり難しいです。な
ぜなら、栄養摂取が不十分になる
と、体力・理解力が低下し、嚥下機
能を改善しようとしても高度な訓練
をすることはできないからです。
　今後、高齢化により、嚥下障害の
患者が激増することが予想されま
す。将来のことを考えると、嚥下障
害になる前に、高齢者が自分自身で
嚥下機能を維持改善できるよう、し
くみを作ることが重要です。
　私は、耳鼻科勤務医をしながら、
嚥下障害の予防法を確立し、それを
普及させる活動を行っています。具
体的には、トレーニングを指導でき
る講師を養成したり、YouTube（嚥
下トレーニングチャンネル）で指導
法を公開したりしています（一般社
団法人嚥下トレーニング協会のホー
ムページを参照ください・図２参
照）。

嚥下障害予防トレーニングの
指導のしかた
　嚥下動作で最も重要なのは「喉頭
（のど仏があるところ）が上に動く
こと」です。嚥下動作の原理から考
えれば、喉頭をしっかり上に動かす
訓練をすれば、従来の訓練より効果
的に嚥下機能を高めることができま
す。
　できるだけ早い段階で、意識的に
喉頭を動かす訓練をしましょうとい
うのが、私が行っている提案です。
しかし、「喉頭を動かそう」と説明
しても、すぐにできる人はほとんど
いません。たいていの人は、反射的
にしか喉頭を動かせず、どうしたら

いいか分からなかったり、意味が理
解できなかったりします。しかし、
それは、嚥下機能が低下しているか
らではありません。多くの人は喉頭
を動かすコツがつかめていないので
す。ですから、最初は、意識的に喉
頭を動かすコツ（図１）をつかめる
よう指導します。
①飲み込む動作を頭と体で理解する
（think swallowの徹底）
　飲み込み動作は、まばたきなどと
は違い、動きは目立ちにくいので、
理解されにくいという要素がありま
す。
　ですから、のどの中の映像やアニ
メーションを使って、どのようにし
て飲み込んでいるかを理解してもら
います。そして、鏡で首の前を見て
もらいながら、飲み込んでもらいま
す。また、実際にどのように飲み込
むかを意識しながら、水を飲み込ん
でもらいます。頭と体の五感を総動
員して、嚥下動作を理解・体感して
もらうのです。それでも分かりにく
ければ、「多めの水を一口で飲む」
「連続して水を飲む」といった嚥下
動作に負荷をかける練習を行いま
す。
　予防の段階では、実際に水を飲み
込んで練習するのが有効です。それ
らを徹底すると、どのように飲み込
んでいるかが理解できるようになり
ます。
②飲み込む動作を意識的に再現し、
力を入れて飲み込めるようにする
（努力嚥下）
　飲み込む動作を意識できれば、力
を入れて飲み込めるように練習しま
す。予防では、「飲み込み方」を徹
底的に指導することが大切です。
　指導する時には、「意識して飲み
込んでください」と促すだけでは不
十分で、何を意識すればいいかを説

明することが大事
です。
　意識するポイン
トは三つです。
・首の前　のど仏
が上に動く。
・あごの下　飲み
込む瞬間、あごの
下が固くなり、出
っ張ることを感
じ、どこの筋肉に
力を入れるのかを
理解する。
・口の中　口の中
の空間をできるだ
けなくす。
　それらを意識的
に行い続けること
で、力を入れて飲
み込むことができ
ます。
③別の動作で、喉
頭を動かす
　コツがつかめて
いない人は、どう
しても喉頭を動か
せるかどうか不安になりがちです。
そこで、別の動作で喉頭を動かしま
す。人は嚥下動作以外でも無意識で
喉頭を動かしています。
・大きな声で低く「オー」と言って
から、甲高く「ヒー」と言い換え
る。
　「オー」で喉頭が下がり、「ヒ
ー」で喉頭が上がります。
・舌を前に出して、その位置から思
い切り舌を後ろへ引く。
　これらの時に大切なのが、首の前
を触り、喉頭が動いていることを確
認することです。触ることで、どの
ようにして喉頭を動かしているかを
意識することができます。
④喉頭を上げた状態で止める
（メンデルソン手技）
　飲み込む動作以上に喉頭を動かす
ことができれば、嚥下機能の予備能
を高めることができます。予備能と
は余裕をもってできる能力のこと。
たとえば、歩行機能の予備能が高け

れば、走れたり、階段を昇れたりで
きるので、ふつうに歩くことは容易
です。それと同じように、普段の嚥
下動作以上に喉頭が動けば、苦労せ
ずに飲み込めるようになります。喉
頭を意識的に動かすコツがつかめれ
ば、喉頭を強く動かし、予備能を高
める練習をしていきます。
　喉頭を上げた状態で止めます。水
を飲んでそのまま止めるほうが指導
しやすいです。喉頭を上に動かすコ
ツがつかめていない場合は、水の一
口量を少し増やして飲み込んでみる
と、分かりやすくなります。何回も
繰り返して、数秒から長くて10秒止
められるまでトレーニングを続けま
す。
　飲み込む動作は、自分の力でしか
できません。この訓練を始めるのは
早ければ早いほど習得が楽になりま
す。自分は無関係と思わず訓練をは
じめてみてください。
（３月12日、歯科定例研究会より）

神鋼記念病院　耳鼻咽喉科部長 浦長瀬　昌宏先生講演

今から始める！
新しい嚥下障害予防トレーニング

図１　嚥下動作で意識するポイント

図２　嚥下トレーニング協会の活動

舌と喉頭が、
いっしょに上
に動くイメー
ジをもつ

ごっくん筋に
力が入る

舌が口蓋にくっつく

のど仏が上に動く

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

薬剤疫学と薬物療法リスクマネジメント
日　時　６月17日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室（オンライン併用）
講　師　京都大学名誉教授　福島 雅典先生

来場参加のお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 伊地知・山田まで

西宮・芦屋支部　リスクマネジメント研究会

オンライン参加をご希望の先生は右記二次元コードから
お申し込みください
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団体割引きでお得になります

所得補償保険

春の共済募集

http://www.hhk.jp
好評受付中！

個人保険の団体割引きもご利用ください。
※明治安田生命、富国生命、三井住友海上あいおい
生命にご加入の会員
※大樹生命にご加入の会員とご家族、従業員

ドクターに最適を提供します
保険医協会
共済制度のご案内

詳しくは
裏面を

ご覧ください

格安の保険料と高い配当還元
死亡リスクに

グループ保険

中長期の資
産形成に

老後リスク
に

保険医年金

もっとあるリスクに

自動車保険
火災保険
医療保険
ガン保険

新グループ保険
掛金なしで先進医療保険の加入OK

加入者数5
万1千人、

積立金総額
1兆 3千億

円

保障をさらに手厚く
休業リスクに非

営
利
だ
か
ら
コ
ス
パ
で
圧
倒
！

休業保障制度

休業損害補償
天災や水漏れ等によ

る休業損害も安心

もっと便利な積立制度

残高照会や必要資金の
払い出しはスマホで簡単！

サイバー
プロテクター保険

医事紛争リスクに

「サイバー攻撃」への備えに

医師賠償
責任保険

締
切迫る
締
切迫る
締
切迫る！！！
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7 1 （9月1日加入）月

6 25 （9月1日加入）月

2021

2021

新
規
加
入
受
付
は

春
の
み

対　象

対　象

対　象

対　象

対　象

対　象

対　象

対　象

29

サイバー
プロテクター保険
「サイバー攻撃」への備えに

開業医（医科歯科共通）年間医業収入 1億円
※割引確認シートによる割引 50％適用

62,480円
※詳細はお問い合わせください

賠償損害：
費用損害：

１億円
2,000万円

5 25月
締切迫る！


